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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 22日 (2007.3.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】  　
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム 上 に 、 Ａ 群 よ り 選 ば れ る １ つ 以 上 の 元 素 の 酸 化
物 、 窒 化 物 ま た は 酸 化 窒 化 物 を 主 成 分 と す る タ ー ゲ ッ ト を 用 い た Ｒ Ｆ ス パ ッ タ リ ン グ に よ
り 第 １ の 膜 が 積 層 さ れ 、 そ の 上 層 に 、 Ｂ 群 よ り 選 ば れ る １ つ 以 上 の 元 素 の 酸 化 物 、 窒 化 物
ま た は 酸 化 窒 化 物 を 主 成 分 と す る 第 ２ の 膜 が 積 層 さ れ た 波 長 ５ ５ ０ ｎ ｍ に お け る 光 線 透 過
率 が ７ ０ ％ 以 上 で あ る 透 明 ガ ス バ リ ア フ ィ ル ム 。
Ａ 群
Ｂ ， Ａ ｌ ， Ｓ ｉ ， Ｔ ｉ ， Ｃ ｒ ， Ｖ ， Ｚ ｎ ， Ｇ ａ ， Ｇ ｅ ， Ｙ ， Ｚ ｒ ， Ｎ ｂ ， Ｍ ｏ ， Ｉ ｎ ， Ｓ
ｎ ， Ｌ ａ ， Ｃ ｅ ， Ｔ ａ ， Ｗ ， Ｐ ｂ
Ｂ 群
Ｂ ， Ａ ｌ ， Ｓ ｉ ， Ｔ ｉ ， Ｔ ａ
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 第 ２ の 膜 が 、 真 空 蒸 着 、 イ オ ン プ レ ー テ ィ ン グ 、 化 学 気 相 成 長 法 、 ス
パ ッ タ リ ン グ の 何 れ か に よ り 積 層 さ れ る 請 求 項 １ 記 載 の 透 明 ガ ス バ リ ア フ ィ ル ム 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 第 ２ の 膜 が 、 導 電 性 タ ー ゲ ッ ト を 用 い た パ ル ス Ｄ Ｃ ス パ ッ タ リ ン グ ま
た は デ ュ ア ル マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ リ ン グ に よ り 積 層 さ れ る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 透 明
ガ ス バ リ ア フ ィ ル ム 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 第 １ の 膜 が 、 窒 化 珪 素 ， 窒 化 酸 化 珪 素 ， 窒 化 チ タ ン ， 窒 化 酸 化 チ タ ン
， 酸 化 タ ン タ ル ， 窒 化 タ ン タ ル ， 酸 化 窒 化 タ ン タ ル ， 酸 化 タ ン グ ス テ ン の 何 れ か を 主 成 分
と す る 請 求 項 １ ～ ３ 何 れ か 一 項 記 載 の 透 明 ガ ス バ リ ア フ ィ ル ム 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 第 ２ の 膜 が 酸 化 珪 素 ま た は 窒 化 酸 化 珪 素 を 主 成 分 と す る 請 求 項 １ ～ ４
何 れ か 一 項 記 載 の 透 明 ガ ス バ リ ア フ ィ ル ム 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 第 ２ の 膜 を 成 膜 す る た め に 用 い る 導 電 性 タ ー ゲ ッ ト が ホ ウ 素 を 添 加 し
た 珪 素 の タ ー ゲ ッ ト で あ る 請 求 項 ５ 記 載 の 透 明 ガ ス バ リ ア フ ィ ル ム 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 第 １ の 膜 と 第 ２ の 膜 が ロ ー ル ・ ツ ー ・ ロ ー ル 工 程 の １ 工 程 中 で 連 続 し
て 成 膜 さ れ た も の で あ る 請 求 項 １ ～ ６ 何 れ か 一 項 記 載 の 透 明 ガ ス バ リ ア フ ィ ル ム 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム の ガ ラ ス 転 移 温 度 が １ ５ ０ ℃ 以 上 で あ り 、



第 １ の 膜 の 成 膜 温 度 が １ ０ ０ ℃ 以 上 で あ る 請 求 項 １ ～ ７ 何 れ か 一 項 記 載 の 透 明 ガ ス バ リ ア
フ ィ ル ム 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム の 線 膨 張 係 数 が ５ ０ ｐ ｐ ｍ ／ ℃ 以 下 で あ る
請 求 項 １ ～ ８ 何 れ か 一 項 記 載 の 透 明 ガ ス バ リ ア フ ィ ル ム 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 前 記 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム が 、 ポ リ エ ー テ ル ス ル ホ ン ， ポ リ シ ク ロ
オ レ フ ィ ン ， エ ポ キ シ 樹 脂 ， ア ク リ ル 樹 脂 の 何 れ か を 成 分 と し て な る 請 求 項 １ ～ ９ 何 れ か
一 項 記 載 の 透 明 ガ ス バ リ ア フ ィ ル ム 。
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